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� 何らかの対応をとらざるを得ない

国保会計は維持できるのか

� 協力態勢、応援態勢で対応する

クラインガルテン運営準備は万全か

� 県・近隣市町村の情報を収集

発達障害者支援の充実を

� 警戒区域内のため整備は考えていない

観光資源としての浅間山登山道整備は

な
っ
て
い
る
。

　

国
保
会
計
の
運
営
は
大
変
厳

し
く
、
今
後
何
ら
か
の
対
応
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

税
務
課
長

　

国
保
税
は
、
1
月
末
現
在
、

26
年
度
、
4
億
6
千
900
万
円
、

25
年
度
3
億
8
千
700
万
円
、
前

年
度
比
121
％
で
税
率
22
％
引
き

上
げ
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぼ
目

的
額
に
達
し
て
い
る
。

　

徴
収
率
は
、
25
年
度
74.9
％
、

26
年
度
は
76
％
と
前
年
度
比

1.1
％
伸
び
て
い
る
。
滞
納
者
数
、

滞
納
金
額
は
増
加
し
て
い
な
い
。

町
長

　

長
野
県
の
町
村
会
長
は
全
国

の
町
村
会
長
も
つ
と
め
て
い
る

の
で
、
国
の
財
政
支
援
を
要
望

し
て
い
る
。

小
井
土
　
哲
雄
　
議
員

国
保
税
が
昨
年
4
月
に

22
％
増
税
と
な
っ
た
が
、
国
保

会
計
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　

ま
た
増
税
後
、
滞
納
者
が
増

加
し
て
い
る
の
で
は
と
思
わ
れ

る
が
そ
の
推
移
と
金
額
は
。
さ

ら
に
、
町
長
は
国
に
国
保
会
計

の
増
税
を
求
め
る
と
の
発
言
が

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
様

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
か

を
問
う
。

保
健
福
祉
課
長

　

国
保
会
計
は
、
昨
年
度
の
同

時
期
と
比
較
し
て
1
億
9
千
万

円
ほ
ど
増
大
し
て
い
る
。

　

医
療
費
の
伸
び
が
主
な
要
因

で
、
保
険
給
付
費
だ
け
で
も
昨

年
同
時
期
と
比
較
し
て
、
1
億

2
千
万
円
増
え
て
い
る
。
1
カ

月
あ
た
り
、
12.5
％
、
840
万
円
近

く
上
が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
基
金
1
億
円
を
全

て
取
り
崩
し
た
こ
と
か
ら
、
予

備
費
も
現
時
点
で
750
万
円
弱
と

問

が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
早
急

に
確
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
担
当
課
で
は
、
検
討

委
員
会
と
の
協
議
も
必
要
で
あ

り
協
議
を
始
め
て
い
る
。
こ
の

協
議
を
早
急
に
詰
め
て
確
定
し

て
い
く
。

　

今
後
も
担
当
課
任
せ
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
事
業
を
進

め
る
上
で
必
要
な
態
勢
と
い
う

も
の
は
、
協
力
態
勢
と
か
応
援

態
勢
と
か
で
力
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
く
。

　

当
然
、
条
例
の
改
正
、
そ
の

他
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
に
長
け
て
い
る
課
の
協
力

も
得
て
、
作
業
と
し
て
は
進
め

る
と
い
う
対
応
を
す
る
。

五
味
　
髙
明
　
議
員

平
成
25
年
4
月
活
性
化
計

画
提
出
以
来
あ
し
か
け
3
年
の

事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

間
、
事
業
費
と
工
期
で
大
き
く

3
回
変
更
が
出
て
い
る
。

　

2
月
の
全
協
で
7
月
運
営
開

始
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
予
定

通
り
進
ん
で
い
る
か
問
う
。

産
業
経
済
課
長

　

工
期
延
長
は
、
施
工
業
者
と

も
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
5
月

末
を
予
定
し
、
県
を
通
じ
て
国

に
も
繰
越
し
の
承
認
を
あ
げ
て

許
可
を
頂
い
て
い
る
。

　

応
募
資
格
等
は
、
利
用
規
定
、

応
募
要
項
も
含
め
早
急
に
対
応

し
て
い
く
。

町
長

　

こ
の
期
限
と
い
う
の
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
う
。
是
非
と
も

条
例
的
に
は
4
月
1
日
施
行
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
前
に
関
係
の
も
の
が
き
ち

ん
と
揃
っ
て
、
入
居
者
の
募
集

問

課
題
が
見
ら
れ
る
子
に
対
し
て

フ
ォ
ロ
ー
の
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。

　

保
護
者
に
寄
り
添
い
、
発
達

を
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
機
関
へ
つ
な
げ
て
い
る
。
ま

た
、
就
学
に
向
け
て
幼
稚
園
か

ら
小
中
学
校
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
対
象
児
童
の
成
長
や
家

庭
の
状
況
等
の
情
報
を
共
有
し

て
緊
密
な
連
携
を
図
る
た
め
、

連
絡
会
を
開
催
し
て
い
る
。

2
、
当
町
で
は
平
成
25
年
4
月

か
ら
配
布
し
、
こ
れ
ま
で
に
8

名
の
利
用
が
あ
る
。
支
援
を
円

滑
に
続
け
て
い
く
た
め
に
も
サ

ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

3
、
現
在
、
市
町
村
独
自
で
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
県
内
に
は

な
い
。
今
後
、
こ
の
養
成
に
つ

い
て
は
、
県
、
近
隣
市
町
村
の

動
向
も
踏
ま
え
て
情
報
収
集
を

進
め
て
い
く
。

4
、
長
野
県
で
講
座
は
開
催
し

て
お
り
、
研
修
会
に
は
、
当
町

か
ら
も
基
本
的
な
知
識
を
習
得

す
る
た
め
に
参
加
し
学
校
現
場

で
も
生
か
し
て
い
る
。

池
田
　
る
み
　
議
員

子
供
の
発
達
障
害
支
援
の

充
実
に
つ
い
て
、

1
、
子
供
の
発
達
障
害
支
援
で

重
要
な
こ
と
は
何
か
。
保
護
者
、

地
域
の
理
解
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
現
状
と
課
題
は
何
か
。

2
、
保
護
者
が
記
入
す
る
サ
ポ

ー
ト
ブ
ッ
ク
の
導
入
を
。

3
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
を
。

4
、
発
達
障
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
を
。

保
健
福
祉
課
長

1
、
発
達
障
害
児
の
支
援
で
重

要
な
こ
と
は
、
早
期
療
育
に
よ

り
そ
の
子
に
合
っ
た
支
援
を
行

い
、
学
童
期
か
ら
顕
在
化
す
る

二
次
的
な
不
適
応
を
予
防
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
保
護

者
や
保
育
士
、
保
健
師
は
、
乳

幼
児
期
に
そ
の
特
性
に
気
付
き
、

適
切
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
る
。

　

町
で
は
、
1
歳
6
ケ
月
と
、

3
歳
児
に
健
康
診
査
を
行
い
、

問

当
町
か
ら
の
登
山
道
に
つ
い
て

は
地
形
が
急
峻
で
現
在
は
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
該
当
箇
所
は
上
信
越
高
原
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
指
定
地
域
内
の
管
理
や
、

火
山
災
害
な
ど
防
災
上
の
観
点

か
ら
課
題
が
多
く
、
現
在
は
整

備
な
ど
考
え
て
い
な
い
。

　

浅
間
山
開
き
は
、
例
年
5
月

中
旬
に
行
っ
て
い
る
。
観
光
協

会
の
主
催
事
業
と
し
て
1
千
300

ｍ
の
登
山
道
入
り
口
に
て
、
議

会
議
長
は
じ
め
副
議
長
、
町
民

建
設
経
済
常
任
委
員
、
区
長
会

長
、
農
業
委
員
会
長
、
公
民
館

長
を
迎
え
て
神
主
さ
ん
に
よ
る

神
事
を
行
っ
て
い
る
。

徳
吉
　
正
博
　
議
員

町
の
活
性
化
に
か
か
せ
な

い
観
光
資
源
の
掘
り
お
こ
し
で

観
光
客
誘
致
の
観
光
振
興
の
計

画
の
目
玉
は
何
か
。
町
制
施
行

30
周
年
記
念
誌
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
当
町
か
ら
浅
間
山
へ
の
表

登
山
道
の
現
状
と
登
山
道
の
2

つ
の
コ
ー
ス
の
存
在
を
更
に
周

知
す
る
予
定
は
。

　

ま
た
町
で
例
年
浅
間
山
開
き

は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

産
業
経
済
課
長

　

活
火
山
で
あ
る
浅
間
山
は
貴

重
な
自
然
観
光
資
源
で
あ
る
。

　

現
在
も
災
害
対
策
基
本
法
第

63
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き

噴
火
口
か
ら
4
㎞
以
内
が
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
当

町
の
1
千
500
ｍ
林
道
か
ら
山
頂

に
か
け
て
は
、
こ
の
警
戒
区
域

に
入
る
た
め
登
山
道
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

昭
和
40
年
代
に
は
年
間
5
千

人
を
超
え
る
登
山
者
が
あ
っ
た
。

問

建設中の交流棟

検診車

浅間山


